
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Blosolenoe 　and 　Bloenglneerlng 厂　Japan

環 境 浄 化 ・
修復

・
保全 技術　321

1353 従属栄養硝化細菌 Alcaligenes　faecalis　No ．4 に よる トマ ト苗立枯病の抑制

　 ○本 田直弘、平井光代、阿野貴司、正 田　 誠 （東工 大 ・資源研 ）

［目的］ 当研究室で単離 した Atcaligenes　faecalis　N　o．4 は様 々 な植物病原 菌 に対 して幅広

い抗 菌 ス ペ ク トル を持 ち 、 そ の抗函物質は菌の 従属栄養硝化反応 中に生産 され る ヒ ドロ

キ シル ア ミンで ある と推定 されて い る 。 本発表で は植物病原 菌に対 して抗菌活性 を示 さ

な い 変 異株 を取得 し 、 元 株 と特徴を比較する こ とに よ っ て 、 No．4 株が生産する抗 菌物質

を明 らか にする こ とを 目的 とした 。

［方法及び結果 ］　 トラ ンス ポ ゾン変異法 によ っ て No ．4株に トランス ポゾンが挿入 され た

変異株を 1．9xlO
’q

の 頻度で 175 株取得 し、その 中か ら抗菌活性を 示さない No．4 − 1 株

を獲 得 し た 。 No．4− 1 株 は元株 が 抑制 す る 植物病原 菌 Fusarium 　 oxysporum 　f．　sp ．

lycoρersici　race 　J　1 ＄UFI・19 や Rhizoctonia　solanj 　K − 1 に対 して抗菌活性 を示 さず、元 株

が従 属栄 養硝 化反 応 中に生 産 した ヒ ドロ キシ ル ア ミ ン を生 産 しな か っ た 。 さら に 、

No ．4 − 1株9：　R．so’anj 　K − 1 によ る トマ ト苗立枯病を抑制 しなか っ た 。 以上の結 果か ら、

No ．4 株 は従属栄養硝 化反応 中 に生 産 され る ヒ ドロ キ シ ル ア ミ ンによ っ て トマ ト苗立枯

病を抑制する こ とが 明らか にな っ た。
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1354 トマ ト苗立枯病抑制に 対す る枯草菌 と化学農薬 flutolanilの

併用 効果

（東工 大 ・資源研）○近藤真妃 、 平井光代 、 阿 野貴 司 、 正 田 誠

【目的】我 々 は枯草菌 が植物 病掬制 に有効で あ る こ とを示 して きた が 、微生

物農薬の み で植物病 を完 全に 抑制す る こ とは困難 で ある。 そ こ で 本研究 で は 、

枯草菌 と化学農薬 の 併用 に よ り農薬使用量の 低減化 を可能とす る条件 にっ

い て 検討 した 。

防 法 と結果 】本研究で は 、 化学農薬 として flutolanii（商品名 ；モ ン カ ッ ト）
を 、 ま た 微生 物農 薬 と して 環 状 リポ ペ プ チ ドを生産 す る Bacillus　subtilis

RB 　14・C （以 下 RB 　14−C 株）を使 用 した 。　 RB 　14−C 株が 10 μ g！m1 の flutolanil
に対する耐性 を有する こ とを液体培 地で 確認 した 。 滅菌土壌 を用い た トマ ト

苗 立 枯病 に対 す る植物試 験に おい て 、 乾土 lg 当た り 0．7211 　g　fiutolani1と
縦 個 の RB 　14−C 株 を併用す る こ とに よ り トマ ト苗 立枯病 を抑 制す るた め

に 必 要な fiutolemilの 使用 量 を 1／4 に 低減化で き る こ とが 明 らか とな っ た
。
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